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石ノ森章太郎画伯の生涯学習観
石ノ森章太郎画伯の生涯学習観
一 「生 涯 学 習 」 の法 定 マ ス コ ッ ト"マ ナ ビイ"を 中心 に一
教育学部非常勤講師 谷 川 守 正
(一)生 涯 学習 の法的定 義不在 と














































































(三)平 成 日本 の生涯 学習観 の
マス コ ッ ト"マ ナ ビイ"の 問い






4背 中の2枚 の羽の白色(カ ラー版 も)は な
にを表すか。
5小 さな鼻と口に対 して大 きい目(耳はない)
をするが、なぜ耳を画かないのか。




8楷 書、筆記体のスローガン 「新 しい風、生
涯学習。」をなぜ省略するか。
以上の問いがマスコットに作者が投げ込んだ
石 ノ 森(1938～98)作 の マ ス コ ッ ト"マ ナ ビ ィ"(図1)
第8回全国生涯学習フエステイバル
96年 第8回 全 国生涯学習 フェステ ィバル福岡」の
案 内表紙 「まなび ピア」(図2)
80
(四)マ ス コ ッ トマ ークの
メ ッセ ー ジの読 み方





































の 「五」と 「口」の間が少 し開いていることか
ら、「五口」と読めば、その口の形は 「ア」に
なり、そこに日本語の母音が表される。また「足」
も 「口」と「止」の間が少 し開いているか ら「口














































































































































































































































(七)生 涯学 習観 の改革
⑮ 生涯学習のマスコットマークはマナ(愛)









石庭 と知足のつ くばい、円光寺の 「十牛之庭」、
第5回 国際成人教育ハンブルグ会議のマークな
どの解読方法が有効である。

















れは今 日のいわゆるニー ト問題を見据 えてい
る。




















































































































































































































































































































01「 生涯学 習の振興 のための施 策の推進体制 等の整
備 に関す る法律 」
022005年 は第17回 にな る。
0376年 「成人教育の発展 に関す るナ イロビ勧告」 の
成人教育の定義 に生涯学習が折 り込 まれ てい る。
他 に97年 「成 人学習ハ ンブルグ宣言」と2003年 「同
バ ンコク申問総括会議報告書」 などに間接的 に定
義付 けが試み られる。
04「 生涯学 習の マス コッ トマー クの使 用 に関す る取
り扱い要領」の別紙1)に 、「生涯学習 のマス コ ッ
ト"マ ナ ビイ"」 が作 画 される。 図1参 照。
05「"マ ナ ビイ"」 は片仮名表記 であ り、「まなび」 と
[ビイ]、す なわち 「学 び」 と 「蜂」の合成語 とす
るよ りは、「マ ナ」 と 「ビイ」、愛弟子 の 「愛」 と
「蜂」であ る。
062004年 度 「生涯学習 のまちづ くりに見 るマ ンガ文
化」
07な ぜ引用符つ きの カタカナ表記で あるか などにつ
いて、岩佐は触 れていない。
08そ のマー クは開催年 の 「97」と読 まれ るだけで な
く、その形 と色の分析か ら手筋の模様 と学習の多
様性尊重 の原則が読 み取 られ、 さらにそ れか ら共
同参画社会の在 り方 を示唆す る 『教育学部論集』
第11号 、2000年
09科 学的方法の対象観察 の意識形成 に着眼す る 『日
本仏教教育学研 究』第6号 、98年
10越 渓禅師作 「達磨図頌」を裏 向きにして、図(画)
と頌(文)を 関係づ けて読 む 『教育学部論集』第
13号 、2002年
11法 然 と愛 弟子 の花押 の 関係 か ら師 資相 承 を読 み
取 った 『日本仏教 教育学研 究』 第12号 、2004年
12嘯 く口元か ら 「佛(ブ)」 の発声 、すな わち 「南
無阿弥陀佛」 を称 える姿 を導 きだす 『教育学部論
集』第16号 、2005年
13草 稿本の紙背 に突 き抜け る強い筆勢 との比較、「七
石ノ森章太郎画伯の生涯学習観
箇条起請文」の源空花押 との比較 によって、奥書
を真筆 とした 『教 育学部論集』 第8号 、97年
14蓮 如の異例 に多 くの修正箇所 につ いて、そ の前 と
後 を比べ る 『教 育学部論 集』 第9号 、98年
15従 来独創性 に欠 けると評価 され る蓮如の思想 を見
直すため に、「山中の御文」におけ る 「自信教人信」
の 「自心教人信」への訂正箇所 を観察 して、独創
性 を見いだす 『教 育学部 論集』第10号 、99年
16奥 書 によれば元久元(1204)年 書写。 『教行信証』
後序の親鸞書写本の底本 であるこ とを別稿す る。
17そ の原本はな く、現在最古 の書写本 であ る。
18注01の 手筋の解析法 をハ ンブル グ宣言の主文 に適
用す る 『教 育学部学会紀要』第4号 、2005年
19法 令で は色 指定
20「 京都龍 安寺の生 涯教育論」、 『日本 仏教教育 学研
究』第6号 、98年
21生 涯学習 と生涯労働 との連携モデル は、著者 に委
託 され た 「81年京北町振興計画」の 「地域複合」
に具体 化 され た。「70年代 の町づ く りと地域社 会
教育」、 『関西教 育学会紀要』第5号 、96頁
22成 人学習ハ ンブル グ宣言 も当初地球市民の創 造力
の育成 を課題 としなが ら、パ リ会議の宣言の残課
題、男女共同参画社 会 を中心 に置 き、創 造力への
関わ りが十分 でない。
2384年 に教育テ レビの インタービュー に応 えて、石
ノ森 は 「やは り最後 には人間 を描 きたい。 またそ
れ を描いて きたつ も りです。 これか ら年 齢 に合わ
せ て、年齢 の応 じた人間 を描 いて い きたい。」 と
語 った。NHKア ーカイブスNo.058
2496年 第8回 全国生涯学習 フェステ ィバルを事 例 と
す るの は、 この秋 に福 岡の太宰府 天満宮 の隣に九
州 国立博物館が開館 し、博多湾が 日宋貿 易 と南蛮
貿易の交易基 地であ り、すで に4世 紀後半か ら「海
神の棲む」沖ノ島 は 「海の正倉院」 と呼ばれる よ
うに、古来大陸 との交流 が濃密であ った土地柄で
あ ったか らである。
25A4判8頁 の英文の案内状の表紙に、第5回 会議
の ロゴマー クと会議の主題 「成人学習:21世 紀へ
の鍵」が明示 され、会議の趣 旨、 目的、要領、 日
程 などが各地域の学習課題 を示す写真入 りで分か
りやす く、詳 しく案内 され る。ただ ここでは21世
紀 の成人学習の重要課題の一つ に 「地球 市民の創
造力の育成」が掲げ られ なが ら、成人学 習ハ ンブ
ルグ宣言 で は前 回パ リ会議 か らの引継 ぎ課題 の
「男女共 同参画社会の実現」が力説 され、「創 造力
の育成」が薄れているのは、今後 の課題であ る。
26[国 際成 人教 育会議 にお ける生涯教 育概念 の転換
89
佛教大学教育学部学会紀要 第5号
点 一 パ リ会議 の最終 報告 と宣言 を中心 に一]、
『教育学部学会紀要 第3号 』、2004年
27学 ぶ権利 の宣 言の後半に 「学ぶ権 利」の用 語はで
ないこ との重 大な意味が理解 されなかった ことは
残念 である。
282009年 第6回 国際 成人教 育バ ンコク会議 に向け
て、生涯教育 ・学習の学術 的概念 規定 を試みて、
その課題 を解 決する論文は、来 る2008年 『佛教大
学教 育学 部学 会紀要』 第7号 に投稿 する予定であ
る。
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